
団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名
交流事業の推進(第58回湯田地
区町内親睦大運動会)

決算額

視点

事業名 総合避難訓練＆安心安全フェスタ 決算額

視点

事業名
交流事業の推進(第３４回湯田ふ
るさとまつり)

決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

-

◎

◎

４　総括

別記様式第１７号（第１２条関係）

①

湯田地区コミュニティ運営協議会

「住み良さを未来へ繋ぐ湯田のまち」をキャツチフレーズに、第３次地域づくり計画の３年目であり、その計画の
実践を通じて、より一層住み良いまちづくりを推進していきます。

第３次湯田地区地域づくり計画の３年目でしたが、昨年に引き続き新型コロナウィルス感染拡大防止を念頭
に、やむを得ず中止もしくは規模を縮小した事業もありましたが、各分野の事業について感染対策に注力しな
がら何とか進めることができました。
特に、湯田地区の３大事業である「大運動会」「ふれあい安心安全フェスタ」「ふるさとまつり」については、雨天
中止の運動会を除き、万全のコロナ対策のもと各団体の協力を得て開催することができました。
今後も生活課題の解決に向け、規模を縮小した開催から完全実施による開催へと取り組んでいき、事業運営
の主体となる地域づくり協議会が持つハブ機能の強化に取り組んでまいります。

　　　　　　　２４９,５４８　円

②

　　　　　　　４４１，２２２　円

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

②安心安全フェスタ完全復活のもと、大規模災害に備えての避難訓練並びに防災に係る研修を
行いました。今年は外部講師としてKRY山口放送の気象予報士の講演会を開催して、減災に役立
つ気象の知識の習得に努めました。今後も、安心安全なまちづくりに向け事業を展開していきたい
と思います。

地域の防災に対する意識の高揚と、大規模災害に備えての避難訓練及び防災に係る研修を
行い、災害時おいても円滑な運営が行われるよう全町内会で取り組みました。

事　業　実　績　書

コロナ対策を実施した上で、役員・各団体の協力のもと昨年に引き続き１日開催となりました。

　　　　　　　４７０，２４１　円

③

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①本年度準備のために購入した景品(賞品)・消耗品等の有効活用を図るとともに、来年度はコロナ
前の状態に向けて完全実施を目指します。今後においても、継続事業として進めていきたいと思い
ます。

③新型コロナウィルス感染拡大防止のため、従来の２日間開催から１日開催へと規模の縮小には
なりましたが、昨年に引き続きふるさとまつりを開催しました。特に今年は要望の強かったバザー等
の飲食部門を再開し、コロナ前の状況に向けて一歩踏み出すことができました。

5月14日開催予定で準備を進めてきましたが、雨天のため前日に中止を決定しました。



５　事業内容

事業費

事務局の

運営体制

事業名

事業費

事業名 地域づくり活動 (健康福祉部会視察研修)

事業費 １００，０００円

（参加人数）１1名

事業名

事業費

事業概要

（成果）広報誌を各世帯に配布することができました。活字や写真の掲載を工夫し、カ
ラー版で掲載しました。

（実施内容）広報誌(コミュニティだより)を４回発行しました。ブログに記事を掲載しまし
た。

（今後に向けて）地域内への広報活動としてカラー版によるコミュニティだよりを継続発
行していきます。

２１３，９５０円

（参加人数）３名

事業概要

（今後に向けて）より円滑で効率的な運営をめざしていきます。

２４８，６１５円　（うち自主財源１７，０００円）

（実施内容)原子力発電の仕組みや環境・安全への取組みについて施設見学を行うとと
もに、会員相互の親睦・理解を深め、地域の課題解決に向けた研修機会とする。

（１）協議会運営

（事務員等の雇用人数）事務局長 :１名　　　　事務局員 :２名

（成果・評価）滞りなく運営できました。

運営費の主な内容：事務局人件費（事務局長給与：１，７１４，８００円　事務局員給与：
１，８３５，６７１円）、事務費(７１８，４５６円)、地域づくり関係事務費(６６，３１２円)

（２）地域振興

（実施時期）令和５年１０月１７日(火)

広報活動

4，３３５，２３９円

（実施内容）益城町役場で行政視察研修を行い、被災の実態と復興について学びまし
た。　その後防災視察研修として、益城町の防災施設「復興まちづくりセンター にじい
ろ」を視察しました。

（実施時期）令和５年４月～令和６年３月

（評価）Canpanブログと並行してより充実したものになりました。

地域づくり活動 (島根原子力発電所)

（実施時期）令和５年７月２４日(月)

事業概要

（成果）当時の民生委員への連絡や動向を学ぶことができた。

（評価）先方資料により詳しく説明があり、十分に理解できた。

（今後に向けて）研修を継続したい。

（今後に向けて）今後も継続して実施していきます。

（評価）参加者皆さんの意識の高揚を図ることができました。

（参加人数）１７名

（成果）コミュニティ団体内の組織力の向上と研修先での学習ができました。



事業名

事業費 ２４９，５４８円

事業名

事業費

事業名 地域スポーツの振興

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業概要

（3）地域福祉

（参加人数）２，９５４名

（成果）対象者(７０才以上)全員へ敬老祝い品を配布、併せて安否確認ができました。

(評価)湯田地区としての連帯感を深めることが出来ました。地域のイベントとして大いに
盛り上がりを見せました。

(今後に向けて)運営の工夫を図りながら継続して行い、市の大会で上位入賞を目指し
ます。

(成果)　主催行事の充実と各部会の活動強化を図ることができた。

(実施内容)市民スポーツ大会補助、地区駅伝ロードレース大会補助、市駅伝大会一部
補助

（実施内容）それぞれの町内に高齢者福祉事業をより充実させるため補助を行いまし
た。

（実施時期）令和５年９月１８日

５８０，８００円

(実施時期)９月３日、１２月３日、１月１４日

１６０，０００円

（参加人数）約２５００名

（成果）コロナ感染予防に留意しながらの開催でしたが、天候にも恵まれ子どもを始め多
くの参加者がありました。今年は４年振りに、バザー等の飲食部門を再開し好評でした。

高齢者福祉事業(敬老事業)

(参加人数)延べ約２２０名

事業概要 （成果）雨天のため、前日に中止を決定しました。景品(賞品)・消耗品等準備した物は、
来年度の運動会において有効活用する予定。

４４１，２２２円

（評価）各町内会福祉部を中心に実施することができた。

事業概要

（参加人数）  -  名

交流事業の推進(町内親睦大運動会)

（評価）役員・関係者・参加者の皆さんの協力により、コロナ前の状況に近づくことができ
ました。

（評価）

（今後に向けて）今後も湯田地区三大事業の一つとして、継続して実施していきます。

交流事業の推進(湯田ふるさとまつり)

（今後に向けて）今後も継続して実施していきます。

（実施内容)第３４回湯田ふるさとまつり

（実施時期）令和５年１０月１５日

（実施内容)第５８回湯田地区町内親睦大運動会

（実施時期）令和５年５月１４日　　→　　雨天中止

（今後に向けて）今後も事業をさらに継続実施していきます。



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

（評価）解散時には皆さん喜んで帰られ、参加して良かったと言われた。

（今後に向けて）会員が高齢になってきたため、より多くの会員が参加されると良いと思
う。

事業概要

要援護者支援事業

事業概要

（評価）小学生、中学生を対象に開催し、大盛況でした。

事業概要

事業概要

（参加人数）

高齢者福祉事業(湯田地区健康増進西京シニア大学)

（実施内容）湯田ふるさとまつりにおいて、ビンゴ大会を企画・開催した。

（評価）

（成果）

（評価）演奏が素晴らしく、皆様に喜んでいただいて良かった。

（実施内容）湯田地区在住の７０歳以上の独居の方々を招いて、コロナ感染対策に留意
しながら音楽鑑賞を行いました。

（実施時期）令和５年１０月２５日

３０，０００円

（成果）皆様に楽しんでいただいて、安否確認ができた。

（実施時期）令和５年７月２６日

（参加人数）　５２名

（成果）会員の親睦と見識を深め、会員同志のコミュニケーションを図ることができまし
た。

（成果）成功

（今後に向けて）継続的に開催できるよう努めていきたい。

　０　円

（実施時期）

（実施内容）ふれあい型給食サービスを継続することができなくなり、廃止することとなっ
た。

５０，０００円

（実施時期）令和５年１０月１５日

子どもの居場所づくり（湯子連　湯田ふるさとまつり）

（参加人数）　１４０　名

（実施内容）湯田地区全体の老人クラブ会員が一同に集まり、専門の外部講師を呼ん
で見識を深め、会員同士のコミュニケーションを図る。

（参加人数）２００名程度

１００，０００円

（今後に向けて）参加者人数に町内間のバラつきがあるので、今後の課題として取り組
む。

高齢者福祉事業（いきいき湯田サロン）

（今後に向けて）



事業名

事業費 １００，０００　円

事業名

事業費

（実施時期）令和 ５ 年１１月１１日（土）

（参加人数）　２５名

事業名

事業費 ４５，０００　円

事業名

事業費

夏休みこども企画　「体験学習」

（評価）夏休みの思い出に残る楽しい社会体験となった。

（今後に向けて）これからも夏休み企画として地域の特性や教育力を活かした多様な体
験や場を夏休み期間に提供していきたいと思います。

（今後に向けて）事業の内容にさらに工夫を加えて行きたい。

①リトミック６月２１日１２名　　②ベビーマッサージ７月２８日１８名　③ふるさとまつり模擬
店１０月１５日　④魚食普及講座９月２７日１２人　⑤クリスマス会１２月８日４４人

４０，０００円

事業概要

（実施内容）三世代交流事業(①しめ飾りづくり・②どんど焼き・七草粥)

(実施時期) ①令和５年１２月２４日、②令和６年１月１３日

（評価）伝統文化を知ることができた。

（成果）いずれの事業も参加者に楽しんでいただいた。

（成果）参加したこども達は訪問先ではきちんと挨拶もでき、班分け行動においても高学
年が低学年の手を引くなど、こども達の素晴らしい姿を随所で見ることができ、体験学
習・工場見学ともに、子どもたちは楽しく学べたと実感している。

（参加人数）①　８０名　　　　　　　②　１５０名

（評価）お母さん同士のネットワークづくりのきっかけを作ることができた。

事業概要
（成果）長門峡・堀庭園では紅葉の進行が遅れていた。しかしながら参加者には、晩秋
を堪能されたと同時に心身ともにリフレッシュできたと感じられた。

（評価）本会の世話人の高齢化が進む中、本行事中に新たな世話人を迎えることができ
たのは大きな収穫であった。

事業概要

子どもの居場所づくり（ミステリーハイキング)

（今後に向けて）今後も企画してつづけていきます。

（成果）湯田地区住民との地域交流を図ることができた。
事業費

（実施内容）貸切バスにて下関市消防防災学習館「火消鯨」を訪問し、防災についての
体験学習を行う。昼食後、日産自動車九州（株）九州工場ではロボットと人が活躍して
いる九州最大の自動車工場を見学する。子どもたちが将来を考える参考になることを願
い企画したもの。

（実施時期）令和５年７月２５日（火）

（参加人数）子供２５名・スタッフ５名

（今後に向けて）三世代交流事業を継続していく。

１００，０００円

（実施内容）バス乗車出発後、初めてスケジュールを発表した。その内容は、①長門峡
の紅葉散策、②徳佐でリンゴ狩りおよび昼食、昼食の際には主催者から豚汁を提供し
た、③津和野の堀庭園で紅葉を鑑賞した

子どもの居場所づくり（三世代交流事業)

（実施内容、時期、参加人数等）　1年を通して次の講座を開催しました。

子ども福祉事業（母子保健事業）



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業名

事業費

（今後に向けて）今後も、安心安全なまちづくりに向け事業を展開していきます。

事業概要

（4）安心・安全

防災活動の推進（住宅用火災警報器設置促進事業）

（実施内容）人権参観日（湯田小・中の参加）、人権推進大会（盲導犬の理解を深める）

（参加人数）６００名程度

（実施時期）

（実施内容）湯田地区防災の日の総合避難訓練＆ふれあい安心安全フェスタは、コロ
ナ感染防止に留意しながら、湯田モデルとして従来通りに実施できました。

（評価）各町内会長・防災担当者・社会福祉協議会等の連携強化を図ることができた。

人権学習の推進

事業概要

（今後に向けて）人権学習のスケジュールに基づき、事業支援していく。

（成果）コロナ禍での大規模災害に備えての避難訓練および防災に係る研修を行い、
KRY山本気象予報士の講演を通して気象・天気予報に係る知識を習得することができ
ました。

４７０，２４１　円

（成果）

迎えるため、今後の事業のあり方について検討を進めていく。

（今後に向けて）２０２７年８月以降、過去設置した火災警報器が１０年経過し更新時期を

（実施時期）

（参加人数）

（実施時期）令和５年９月２４日(日)

　０　円

（実施内容）住宅用火災警報器設置の取扱いなし。

総合避難訓練&ふれあい安心安全フェスタ(湯田地域防災研修会)

（評価）

　　０　円

（参加人数）

（成果）上記参観日・推進大会を開催するも、コミュニティの支援金は使用せず。

（評価）



事業名

事業費

事業名 地域見守り活動

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）要望を受けて、今後も設置していきます。

事業概要

土木工事（法定外公共物等）

（実施時期）令和５年４月～令和６年３月

（参加人数）延べ約４００名

（成果）定期パトロール・研修会の実施ならびに年２回の清掃活動を多くの参加者の協
力を得て行うことができた。

（評価）清掃活動を通じ地域貢献・地域愛護の育成に努めることができた。

地域安全に向けた活動(湯田パトロール)

１２５，０００円

反射鏡設置等補助事業

（今後に向けて）参加者を増やし、地区の防犯機運の盛り上げを図りたい。

（実施時期）令和６年１月２０日発行（１月下旬配布）

６０，０００円

事業概要

（実施時期）令和５年７月～令和５年１０月

事業概要 （成果）「青少協だより」を発行、『子ども110番の家』の所在地の広報と活動紹介をしまし
た。

（今後に向けて）今後も子どもの見守りを継続していきます。

（実施内容）地域の防犯および環境浄化も兼ねて毎月2回(第2・4金曜日)パトロールを
行いました。温泉街の環境美化活動を行いました。

（実施内容）「青少協だより」を発行して『子ども１１０番の家』の所在地の広報と活動紹介
をしました。

（評価）事故防止に役立つと思います。

（参加人数）２，１００部発行

（５）環境づくり

（成果）地域の要望により交通安全を推進することができました。

（参加人数）　－

（実施内容）法定外公共物の整備

（実施内容）反射鏡を２基(新設)設置と１基(修復)しました。

２，２４５，０００円

（今後に向けて）要望を受けて、地域振興部会に諮り、随時整備していきます。

（成果）要望を受けて６カ所の道路・水路整備を行いました。

（評価）道路の補修や水路の整備・改修工事により通行や安全が確保されました。

（評価）青少年の健全育成と非行防止を図ると共に啓発活動を実施することができまし
た。

（参加人数）　－

（実施時期）令和５年５月・７月

１８，０００円



事業

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（評価）町内単位で美化活動を行い、施設の保全・環境の美化・有効活用を図り、併せ
て町内会員同志のコミュニケーション・親睦を図ることができました。

事業概要

事業概要

（実施時期）令和５年７月８日(土)（雨天により中止)、令和５年１１月２２日(水)

地域からの要望がありませんでしたので、今年度は不執行です。

（今後に向けて）夏休み中の奉仕作業にすれば、参加者はもっと増えると思います。

（実施時期）令和５年１１月５日(日) １５：００～１６：００

（参加人数）８０名

湯田小PTA環境整備活動

　０　円

（成果）１１月１８日(土)開催の「湯田小学校創立１５０周年記念式典」を、より良い環境で
迎えることができました。溝の泥上げにより荒天となっても、雨水の流れがよくなると思わ
れます。

（評価）すっきりとした環境になりました。

（今後に向けて）美化活動に向けて参加者をどのように拡げ、若い世代にも浸透させる
か対策が必要と考えます。

（今後に向けて）伝統あるVS活動を継続していきます。

（成果）湯田地区各所をきれいにすることができました。

４０，０００円

（実施内容）年２回足湯等を含め全１８ヵ所の清掃を行う。１１月に行う活動については、
湯田小学校６年生と一緒に行い小中連携を図ることができた。

湯田中VS活動

（実施時期）令和５年４月～令和６年３月

３８，４９１円

６０，０００円

環境美化活動

（実施内容）清掃活動実施町内会を対象に、一律５，０００円の補助金を支給する。使途
に制限を設けず、町内会清掃活動時の飲料、ゴミ袋等何にでも使用可とする。

環境啓発活動(看板等の設置補助ほか)

（参加人数）約２３０名

（成果）年間を通じて町内の美化につながりました。

（実施内容）PTA１人１役と会員（保護者・教職員）の有志により、遊具広場の草取りや整
備、体育館横スマイルロードや遊具広場の溝上げ、清掃を行いました。

（評価）VS活動を通じてふるさとを愛する心を育むことができました。

（参加人数）



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名
事業費

事業概要

（参加人数）２９名

郷土の歴史文化の活用（バス＆ハイク）

３１５，０９１円　（うち自主財源６９，０００円）

事業概要

（評価）身近にある史跡ですが、皆さん興味深く聞いておられました。

２３，５８５円

（評価）

（今後に向けて）本年度は講師であった松前先生の急逝のため開催を見送りましたが、
今後は防長史談会平野先生を講師に迎え継続して開催して行きます。

（参加人数）

（今後に向けて）今後も郷土の歴史文化を学ぶ事業として継続したいと思います。

（評価）皆さん興味深く聞いておられました。

（実施時期）令和５年１１月２５日（土）

（成果）コロナ対策をして、湯田井上公園集合解散で歩きました。歩く箇所を絞って一つ
一つしっかり解説を聞きました。

（今後に向けて）今後も郷土の歴史文化を学ぶ事業として継続したいと思います。

（６）地域個性創出

（参加人数）２５名

（実施内容）『七卿ゆかりの地を歩く』をテーマに、湯田地区内の関係史跡を歩いてみま
した。

　０　円

（実施時期）令和５年６月３日（土）　

郷土の歴史文化の活用（ウォーキング）

（参加人数）　

郷土の歴史文化の活用(講演会)

（成果）

（成果）

（実施内容）

（実施時期）

（実施内容）『七卿ゆかりの萩・湯本』　６月のウォーキングの続編として、七卿の足跡に
沿って関係箇所を訪ねてみました。

（成果）阿東（大谷家・生雲八幡宮）→萩（森田家・明神池・笠山・長州藩医学館）→湯本
（大寧寺）の行程に、ウォーキングを絡めて訪ねました。

（評価)
（今後に向けて）今後も諸行事に役立てていきたいと思います。

事業概要

行事用備品等整備
　０　円

事業概要

（実施内容
（実施時期）


